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化区Ү಼外の関係֙ࢤ

௒੖区Үの現状

ଲ໚қݡ交׷ൟ

駅周辺･֙ࢤ化区Үの現状

͞れまͲの美園の取組について

˖Ӽबวでは子育て
世代が多く転入。

‐30代･40代が多い。
ʤ子どもが2人3人の
Պఋも多いʥ

‐子育て世帯とその
親世代世帯で近居
するίースも。

˖๝かな自然環境と都
市的な利ส性の近接
が強みʁでもࣰはリ
スクも์えている?

‐商業施設･෼流施設の
増加で交通ྖ増え、
๝かな自然環境をң
で͘るかʃ࣍

‐利ส性一วౙでは、
良さがভえる?

˖市街化区域と市街化
調整区域のࠫ

‐経済֪ࠫ
‐児童数ࠫ(್ۅ化がܻ
しい)。

域交通利ส性(ర߁˖
道･高ଐ道路)が高
く、不動ࢊ市場で
の༑Ғ性はある。

˖調整区域ଈのイン
フラは੮弱(道路等)

‐農ݱࣁ(ߠٵ地等)を
活用するにも、最
ఁݸのインフラ等
の環境整備は必要

‐通学路の҈સ性確
保必要。

˖৿و転入層にबวの
自然環境･地域ݱࣁ
のຳྙがఽΚってな
いʃ

※10･20年前と比΄た
ら、各施設の利用ं
数は֪段に増えてい
るものの。

˖地ंݘຘに考え方
がҡなり、土地利
用はݺพに進む。

‐｢先ૈ代々の土地を
गりたい意ࣟ｣と
｢相続੭･ݽ定ࢊࣁ
੭への心ഓ｣のᷦ౽

˖市街化区域内外の交
流が足りない。

‐相ޕ理解を਄め、
Win-Winの関係に

地Үコミュニティについて
˖地域の࠷事等ʁ現状でもң࣍が大変。

将来の࣍କՆ能性に関するکΊ/弱Ί
生活スタイϩ

˖これまでは、｢෗親が
都内通勤ʙ฾親がਫ਼
活ݏで࢕事｣のίー
ス多かった。

‐ॊ来はそれが合理的

˖住みやすい地区だか
らか、この地で育っ
て一ౕ転ड़しても、
後年近くに໯ってく
る人も多かった。

˖テレワーク定஥など
ਫ਼活スタイルが変Κ
っていったら、今後
どうなる??

੊େ等の多様性
˖子育て関連施設は、子育て世帯増
加&子育て環境ैࣰのҟの行੕施
策等の後ԣしもありバϔル状ସ。

‐今は保育士の取り合いだが、この
ままの施設数が࢔ると、後年は子
ども(ٮޒ)の取り合いに。

˖(通学先小学校をમ୔で͘る࢕組み
を将来も࢔すならͻ)گ育環境のમ
୔ࢸ多様性はജりになるかʃ

‐学校͟とのಝ৯をਫ਼かした学校経
営が॑要に。(ŞƀşŕſŹ上対応可能?)

˖ඔԄ近วは土が良くて多様なࡠ෼
がࡁകで͘る。

‐ಝ定඾目にབる必要なく、ভඇ地
も近いため、݃Վとしてಝࢊ඾が
ໃく、ໃݺ性に見えてしまう。

˖賃貸住宅供給ྖが増えて͘て、転
入層がよりऑ年化?ʤ30代前ൔʥ

‐ඔԄ内で賃貸に数年住み、ライフ
ステージに応じて分ৣ住み଺え?

‐ライフスタイルに応じた住居મ୔
。が増えることは良いࢸ

地Үコミュニティについて
˖ICT活用等が進んで
も自治会のༀׄと
して࢔るものとは?

‐ゴミ集積所管理
‐そのଠは??

˖転入ंの地域活動
等への参加少ない?

‐参加のメリットが
Κからない??

‐参加方๑･ࢵ口がΚ
からない??

地区಼施設
スタ公Ԅは、ब࡝˖
ว地域とのつなが
りがമいのでは??



Ψンラインқݡ交׷ൟᶅ

͞れまͲの美園の取組について 将来の࣍କՆ能性に関するکΊ/弱Ί
੊େのยり

˖かつてのニϣータΤ
ン的な高ྺ化の懸念

‐気づいてなかった
‐子育て層の多さは、
今のඔԄのϏワー

※世代の偏りに対して
は、バランスにഓྂ
した対策が必要。

地Үスポーツに関して
点のあるプロチーڎ˖
Ϟझ目は、組織化さ
れଚ在״あり。

‐サッカー、୐ځ

˖地域内外の人がさま
͡まなスポーツझ目
をֺしんでいるが、
組織的な動͘がない

‐ඔԄ࿣஺目୊2公Ԅ
ʁバスί3on3

‐大໵上ஓ調ઇஓ߁場
ʁスίϚー等

の࠷スタ公Ԅで開࡝˖
ランフΥスは、地域
外参加ंが多く、ඔ
Ԅのイϗント״മい

交通サービス
ݩࣰৄࣰ

˖みそのREDタク
シーはもっとPR
が必要。

˖みそのREDタク
シーは、༩༁が
ࠖೋだった。

駅઴(西口)のポテンシϡϩ
˖交通߁場は整備済み
だが、土地利用が進
んでいない。

‐民地&集༁保ཻ地

˖Ӽ੤口の土地活用は
今後進むのだΘう
が、໬体ない状ସが
続いている。

‐వะがあるとส利

҃ੋઔ
˖地区内を流れる
綾瀬川は॑يな
。ݱࣁ

なしで親水空ࡦ‐
間があった方が
良い。

地と自然環境のۛ接性֙ࢤ
˖地域住民と｢農｣の接
点はまだ少ない。

˖｢農｣の୴い手不足解
ভが必要。

‐小学校給食等で地元
඾を活用ࢊ

‐近所で༪った野菜を
༧通する࢕組み化??

‐੤口Ӽ前にシンϚル
的なീを஖く??

˖農ݱࣁ活用を促進さ
せるためのマッチン
グの࢕組み必要。

‐Web発信(ϔログ･サ
イト等)、施設での発
信(ඔԄコミιン･Ӽ)

˖グリーンインフラと
して༙ް活用

ʤ一੶್௙化ʥ

｢浦和ݏ｣としての࣍କՆ能性
˖Ӟ࿪Ӽ方໚へ行͘来
しづらい。

‐もっとアクιス性を
高める。

˖レッθランχへの行
͘来がࠖೋ。

˖Ӟ࿪ඔԄӼからバス
路線はあるが、経路
が分ࢆしている。

˖SRを岩槻方໚ではな
くӞ࿪方໚へԈ৵。



子どもの運動･スポーツ習慣、گ育環境

Ψンラインқݡ交׷ൟᶆ

˖子どもୣの運動習
慣の್ۅ化･偏り

※サッカーにಝ化し
す͙な໚がある。

˖子どもたちへの大
人の関Κり方

ʤ指導方๑のѳい大
人もいるʥ

˖大人のգ保ޤな目
のせいもあるかも
しれないが、子ど
もୣがόϑόϑ༣
΄ていない。

͞れまͲの美園の取組について

˖子どもは外でもΰ
ーϞͻかりしてい
る。

˖子どもが増えてい
るがインフラ(保育
施設･小学校)が不足
してくる懸念。

都ࢤ機能、交通
˖昼間人口少ない。
೒Κい不足。

˖バスຌ数が少ない?
ຌ数が増えると人
流増に寄༫する?

˖自動車൤ജవ等が
多い。
地域の方が気ܲに
集えるవがない。

˖人口増に対してま
ちの発ఴが௧い෉
いていない。

地Ү組織･コミュニティ
˖自治会等の中心が
子育て世代ではな
い場合が多い。

‐居住層のライフス
タイルとのアンマ
ッチ。

˖住民同士を
ŚƅŴſの不足͛ܪ
ŢŸŕŮūŐの不足͛ܪ

˖保育Ԅ等に入って
いない場合、ママ
༓等が自然とで͘
ない。

‐そのଠの場໚での
がりの場･機会のܪ
不足。

˖近所との接点が少
ない。

ʤ子どもが大͘くな
るとচߍʥ

将来の࣍କՆ能性に関するکΊ/弱Ί
˖ΨフΡスが少なく、
昼間人口が少ない。

˖Φンタメ要素が不足
ʤ来街目的がないʥ

˖高校ਫ਼になると都内
に行ってしまう。

ˠΚかりやすいプロϠ
ーションでまちをജ
りड़す。

ʤྭ: χラマの੡地ʥ

˖マイカーғଚ

ˠEVの普及
ʤैు設備のैࣰもʥ
住民がEVにৰれる機
会を意図的にࡠりड़
す。

˖ೖຌ代න戦はಝにマイ
ナス໚が目ཱིつ

ʤॎ଼･ゴミ･マナーʥ
ʻ住民にとってѳӪڻな
だけのイϗントになっ
ている。

ˠࢾ合への住民のড待

ˠ࡝スタを住民向けに積
的活用ۅ

ʤ࡝スタにѬ஥をもって
もらうʻシϑックプラ
イχの৤成ʥ

ˠ児童数ピーク時に、ྭ
えͻ࡝スタ公Ԅ内の一
෨を小学校施設として
一時利用で͘ないかʃ

ʤք外では事ྭ༙ʃʥ

˖継続性のあるコミϣニテΡづくり

˖ഛ෼施設少なく不ส
ʤӼ੤口ʥ

˖小学校でやっている
こと

ʀ給食に地元野菜
ʀ࡝スタ見学ʤ開校ࣞ
も࡝スタだったʥ

‐継続していくˏ発ఴ
させていく

˖(地域経済循環を前఑
として)東京方໚への
໾һだけでなく逆も

ʤ経済の流ड़だけでな
くึ׮し合う関係ʥ

˖タΤンマϋジメント組織のଚ在
ʻໃ஡঄にまちづくりが進んでし
まう地区とはҡなる強み。

‐今յのような住民との対࿫の機
会を続けるʻ住民参画の促進。

˖̏つの目ඬに向かっていく地域の一
体״、໎るいາ来が見えるとよい。
ඔԄならで͘る期待がある。

˖テナント賃料高い
ʻड़వ৵;ない

ˠड़వしやすい環境づ
くり

‐҈い賃料でおࢾしड़
వで͘るような場所



Ψンラインқݡ交׷ൟᶇ

͞れまͲの美園の取組について 将来の࣍କՆ能性に関するکΊ/弱Ί
߶い外෨依存

˖土地利用の問題ʁ
‐෱߁い層をターΰッ
トとした施設が整備
されていない。

˖利用しやすいӁ食వ
の不足

‐大وໝ商業施設があ
るためか?

˖地域内の৮場、म৮
先の不足

埼スタのҒ஖Ͱけ
˖外෨からの๜問利用
が多い。

‐大وໝイϗント開࠷
時に交通ॎ଼発ਫ਼。

˖地域の子供ୣのスポ
ーツへの意ࣟが高い

※プロスポーツを見る
機会。

˖イϗント開࠷のスί
ジϣールҌ内をもっ
と増やす

‐Ӽのࣖܟ൚等

2050೧をݡੀえた｢地Үݏ｣のࢻ点
˖बวも؜めた྘域で
考えていく。

‐見沼田んぼ
‐岩槻地区

෌人科の不足解ভࢊ˖
が必要。

※現ଚする課題

˖域内交通手段の連携
ʤみそのREDタクシー
などʥ

※将来も見ੀえた課題

ಉ͚場ॶとしての魅力･多様性
事のझ類が少ない࢕˖
と、将来人口ݰにつ
ながるのでは?

˖子どもや学ਫ਼による
企業参؏、地域のプ
ロスポーツチーϞを
見る機会。

‐子どものࠔからのऀ
会参加(意ࣟ৤成)

˖ʮࣰݩ場ʯとしての
ඔԄのఴ開

ʤࢊ学連携etcʥ
‐意ࣟの高い居住ंも
多い地域ಝ性を活か
す。

˖地域貢献する企業等
‐地域の子どもୣが将
来म৮したくなる

˖在宅勤務を想定
し、地域内に勤
務地が必ͥしも
必要ではないと
いう考え方。

‐テレワークで͘
る環境の整備

෌人科の不足ࢊ˖

੊େの多様性のఁさ
˖施設の整備対েがऑ
い世代に集中

‐施設利用のターΰッ
トがߞられる。

˖多世代に対応した商
వ街の不足

環境໲題 (自然･地ځ環境)
˖開発に伴う޽事が多
い。ʤ૿Խ等ʥ

˖域内交通の問題
‐路線バスのຌ数が少
ない。

‐バスంが少ない。等

˖走行レーン区分に関
する課題

‐Αっくり走行する自
転車利用レーンなど



総評

【1】スポーツ
埼スタと住民との接点の弱さが指摘され、今後、PRなど多様な手段で住民との連携強化が期待さ

れる。また、｢サッカーのまち｣のイメージが強いなか、地域では多様なスポーツが楽しまれている
が、スポーツ･運動習慣の二極化が進行している可能性も懸念される。
【2】子育て
子育て世代を中心とした転入増に伴う子育て関連施設不足の懸念があり、現在は子育て関連施設が

年々増加中だが、地域内の診療科の偏りや市街化区域内外で小学校児童数の偏りも見られる。その一
方、将来的には子育て関連施設同士が需要を奪い合う可能性も懸念され、各施設によるニッチ市場の
獲得など将来に備える取組が望まれる。また最近は賃貸住宅の供給も増え、住戸タイプの多様性も高
まっており、親との近居や、将来的には都内へ引っ越した子世代のUターン等も期待される。

【3】生産活動
地区内では(大型商業施設を除いて)雇用･勤務先が多くなく、東京都心への通勤が一般的で、夜間

人口に比して昼間人口が少ない状況にあるが、コロナ禍おけるテレワーク普及により、都心と郊外と
の関係の変化の兆しがみられる。農業については、依然、住民との接点が少ないことから、小学校給
食での地元野菜の活用など諸手段によりさらなるPRが望まれる。

【4】消費活動
住民が日常的に利用する飲食店等の多様性に乏しいが、土地利用誘導やその賃料設定の課題もある

なか、チャレンジショップ等の企画アイデアが寄せられた。また浦和美園駅西口には現在、店舗等が
ほとんど存在しないことから、今後の開発が進む中での機能誘導が期待される。
【5】コミュニティ
住民のつながりを支える基盤(組織)不足が指摘された。自治会等の地縁組織は、参加する契機･メ

リットが分かりづらい事が起因してか、転入子育て世帯の参加が相対的に弱い状況にあるが、ゴミ集
積所の管理や地域行事(祭事等)の運営等において、住民の組織的な取組は地域に不可欠であり、継続
的な対応･対策が必要となる。また、見沼田んぼや岩槻地区など周辺エリアを包含した連携体制の構
築は、施設不足等の問題解決にも貢献が期待される。
【6】交通

EVの普及を推す意見があったが、自転車走行空間や市街化調整区域のインフラなど、道路環境の
問題を指摘する声もあった。公共交通機関については、路線バスに関する意見が多く見られた。

【７】自然環境
意見は少なかったが、農業と同様に住民との接点の不足、綾瀬川の親水空間の良さ等が挙げられ

た。

※グループ討論内での意見を大まかに7項目に分類した上で、今後の検討課題を右に整理する。

今後の検討課題
• 今の｢子ども達｣が将来どのように本地区と関わ
っているのか(居住地や親世代との関係等)、その
逆算から考える現時点の｢子育て環境｣づくり。

• 子どもが成長するにつれて推移する住民関心事
を今から想定した事前対応策。

• 関心層と不関心層のスポーツ･運動習慣のギャッ
プ等、将来像と現状の乖離を埋める施策。

• テレワーク等の普及に応じた都市機能や空間利
活用等のあり方、誘導方策。

• 日常生活における人のつながりについて、どの
ような地縁･近隣関係(ソーシャルキャピタル)の
形成を目指すのか、その方向性と具体策。

• 今後進む浦和美園駅西口開発における都市機能
誘導や空間形成等。

• 健康増進や交流促進等、多様な機能を備えるグ
リーンインフラとしての公園･道路等の整備･管
理･活用。

• 人口構造や気候変動、自然災害等、サステナビ
リティの課題に関するリスク認知度の向上を図
った上で、その対応策検討。

• 地域経済循環や多様性の確保においてもマイナ
ス要素である魅力的な地場店舗数の不足状況の
打開策。

• 住民がよく使う施設･ツールを戦略的に活用した
り、住民の関心事に絡めた発信をする等、情報
発信･コミュニケーション施策の工夫。



スポーツ

қݡ総ׇਦ

ΤΥϩビーイング アーώンビレρζ グリーンインフラ

自然環境

消費活動

生産活動

交通子育て

コミュニティ

ͨのଠસ体的な課題

埼スタ

※໎治大学নӞࡠ࣪ڂݜ成ࣁ料をخにレイアΤト調整

雇用がない

テレワーク

場所はໃ関
係、テレワ
ークで͘る
環境

地域貢献企
業を৵ͻす

ॎ଼

域外からの
利用ंが多
い

開࠷৚ๅの
ポスターܟ
ࣖ等

बҕとのつ
ながりが弱
い

ランフΥス
は住民との
接点弱かっ
た

ೖຌ代න戦
時にѳӪڻ
が目ཱིつ

小学校との
連携継続強
化

児童数ピー
ク時に学校
で࢓定利用

住民による
積ۅ利用(Ť
ųƆŗŠŴƇſŚŬƆ
৤成ʥ

サッカーに
ಝ化しす͙

住民は多様
なスポーツ
に関心

スίϚー
バスί
ラン etc

調整ஓ߁場
や6஺目街
区公Ԅなど
施設よい

ΨフΡス少
ない

東京と対等
にึ׮し合
う関係構஛

都内との関
係が変化し
そうಝࢊ඾がな

いʤՁでも
育つʥ

昼間人口少
೒Κい不足

地元野菜給
食継続強化

農業と住民
の接点が少
ない

ϔログ･サ
イト･コミ
ιン･Ӽポ
スター活用

チャレンジ
ショップ

テナント
賃料高い

Ӂ食వがな
い

多世代対ে
のవะがな
い

土地利用の
画性がなܯ
い

Ӽ੤口が不
ส

Ӽ੤口Ձも
ない

これから॑
要

自動車൤ജ
వ多い

気ܲに集え
るవがない

Φンタメ要
素不足
(来街目的
弱い)

ロί੡地な
どΚかりや
すいPRを

転入層に自
然環境のຳ
ྙがఽΚっ
ていない

利ส性一ว
ౙでは環境
がଝなΚれ
るリスク

綾瀬川の親
水空間

運動習慣の
化ۅ್

子どもたち
のスポーツ
意ࣟ高い

ΰーϞͻか
りの子も

の;の;༣
΄ていない

子どもୣへ
の関Κり方

高校ਫ਼にな
ると都内へ

Ґ前は、外
から໯って
くる人多し

賃貸住宅が
増えた

子ども2人
Ґ上のՊఋ
多い

親世代と近
居するՊఋ

ඔԄ内転居
の可能性up

学校͟とに
ಝ৯をड़し
多様性をജ
りに

調整区域の
小学校児童
数は少な
い、್ۅ化

学校施設等
のインフラ
不足の懸念

施設整備の
需要が子育
て関連に集
中

将来、施設
数գ৔で需
要の取り合
いに

ニϣータΤ
ン問題は೟
ࣟしてなか
った

いまのऑい
ྙとバラン
スをとって
対策を

෌人科がࢊ
ない

科、交通ࢊ
問題に߁域
で対応

見沼田んぼ
岩槻も؜め
て考える

保育Ԅ等に
入らないと
がり不足ܪ

自治会等の
子育て世代
不足
アンマッチ

住民の｢意
ࣟが高い｣

調整区域と
市街化区域
の交流不足

Ӟ࿪方໚も
めて考え؜
る

年中行事の
継続ң࣍が
ࠖೋ

ŨśƅŷŰŤƆźƅŬ
組織のଚ在
(強み)

対࿫機会の
継続ࣰ施

住民をつな
͛インフラ
不足

͟み集積所
はاの見え
る関係必ਤ

自治会等の
参加のࢵ口
がΚからな
い

自治会等の
参加のメリ
ット不໎

近所との接
点が少ない

開発に伴う
ڻ事のӪ޽

人口ٺ増に
都市が௧い
ついてない

໎るいາ来
に向けた地
域の一体״
৤成

住民がEV
にৰれる機
会を

EV普及マイカーғ
ଚ

自転車走行
空間の運用
上の課題

域内公共交
通不足ʤ路
線バスʥ

バスຌ数少
ない

Ӟ࿪方໚の
行͘来ೋし
い

調整区域ଈ
は道路イン
フラ੮弱

交通ྖ増加
通学路懸念




